
 

読みかえ漢字のカード学習教材「ヨミヨミドンピシャ」 
 
（１）教材のねらい 
・ 遊びながら楽しく読みかえ漢字を覚えることができる。 
・ 漢字学習に対する抵抗を少なくする。 
・「読める」から「書ける」への架け橋の役割をする。 

 
読み漢字とは？ 
既習の漢字で新しい読みを学習する際に、新出漢字と区別して読みかえ漢字と表現する。

例えば既に「雨（あめ）」という漢字を学習した者が、「雨戸（あまど）」の読み方を習

う際「雨（あま）」は読みかえ漢字となる。 
なぜ読みかえ漢字の学習教材にしたのか？ 
「玉」を「たま」とは読めても「ギョク」と読めない、また「外」を「そと」とは読め

ても「外れる」を「はずれる」とは読めない児童が多いという実態（下村昇著『漢字シ

リーズ	
 生きている漢字死んでいる漢字』より）をふまえ、新出漢字に比べて児童の定

着率の低い読みかえ漢字を気軽に学習できる教材を開発することとなった。 
 

 
（２）教材の外観 
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 （第二学年対象	
 	
 魚市場） 
 
 



●サイズについて 
90ｍｍ×60ｍｍ 
大きすぎず小さすぎず、児童の手のひらに収まりやすいもの。児童になじみのあるトラ

ンプのブリッジサイズ（約 89ｍｍ×約 58ｍｍ）に近い大きさにした。参考までに、児童に
なじみのあるカードの大きさを以下に挙げる。 
ＵＮＯ	
 	
 	
 	
 	
 87ｍｍ×56ｍｍ 
百人一首	
 	
 	
 	
 74ｍｍ×53ｍｍ 
ポケモンカード	
 80ｍｍ×58ｍｍ 
 
●ネーミングについて 
上記のように、ひらがなのカードと漢字のカードで 1 セットになっている。ひらがなの

読み（ヨミ）と漢字カードの漢字の読み（ヨミ）が一致（ドンピシャリ）したときの様子

を「ヨミヨミドンピシャ」としてカードの名前にした。 
 

●キャラクターについて（カードの裏） 
一致したときにのひらめきを、光のキャラクターで表現した。光のキャラクターの名前

は「ピシャリ」。ピシャリが良く映えるよう、バックの色は青になっている。色の効果に

よると、青には「集中力を高める」効果がある。そして、ピシャリの黄色には「集中力を

発揮させる」「記憶力を高める」「注意をうながす」等の効果もある。既に発表させている

漢字学習用のカード教材の中にも青や黄色を基調としたものも多く、今回採用した青色は

馬場雄二デザインの「漢字博士№２」（奥野カルタ）の青色に非常に近いものである。 
 

●挿絵について 
漢字カードとひらがなカードには全く同じ挿絵が描かれている。この挿絵は重要な役割

を果たす。漢字が読めない児童は、始めのうちこの挿絵を頼りに遊びを進めるからである。

例えば、このカードで神経衰弱をする際、先に漢字カードをめくった場合は漢字の読めな

い児童は絵を手がかりに場所を覚える。それ以降、同じ挿絵のひらがなカードをめくった

場合に、絵を手がかりに漢字カードとひらがなカードのペアを作ることができるのである。

ペアができた段階で、「あ、この漢字はこう読むのか」と理解してもらうのがねらいとな

っている。 
 

●フォントについて 
児童が見なれている「教科書体」を用いた。漢字カードの方は、児童の注意を引くため

にひらがなカードよりもフォントのサイズを大きめに作っている。 
 

●漢字について 



カードに書かれている漢字は、上記の（財）日本教材文化研究財団による「生きる力が

育つ漢字の学習―小学校学年配当漢字の習得状況に関する調査―」における漢字の読みの正
答率が 6 割以下のもの、（財）総合初等教育研究所による「教育漢字の読み書きの習得に
関する調査と研究」で取り上げられた誤答率の高い漢字を選び出し、それぞれの学年ごと

に作成する。 
 
 

ヨミヨミドンピシャの漢字 
（正答率が６割以下のもの） 
 
【第一学年】 
漢字（正答率） 
 
川下（47.0） 
玉石（61.4） 
三日月（52.2） 
四かく（68.0） 
七五三（68.2） 
十かい（47.8） 
十人十色（64.2） 
川上（47.7） 
じ石（48.7） 
早春（55.0） 
農村（43.3） 
竹林（65.8） 
木刀（64.8） 
木かげ（60.9） 
六つ（61.5） 
正す（「だす」の誤答 20.5％） 
十日（「とうか」の誤答 62.3％） 
王さま（「おおさま」の誤答 10.6％） 
 
 
 
 
 

 
 
 
【第二学年】 
引力（58.5） 
羽音（54.2） 
積乱雲（44.6） 
絵画（53.0） 
外[ほか]（59.4） 
外れる（66.9） 
楽（68.7） 
記す（69.5） 
魚市場（63.7） 
形見（66.3）戸外（23.6） 
後[あと]（61.5）	
  
寺院（55.5） 
社（59.9） 
春分（39.1） 
新雪（57.1） 
昼食（56.6） 
先頭（62.8） 
読本（18.9） 
句読点（34.8） 
用いる（57.8） 
 
 
 
 
 



【第三学年】 
宮でん（62.2） 
苦心（61.4） 
幸いなこと（55.1） 
休息（45.6） 
三角定規（48.8） 
反らす（66.4） 
筆順（67.1） 
負しょう（16.6） 
問屋（66.2） 
羊毛（63.0） 
緑茶（51.2） 
旅路（65.2） 
 
【第四学年】 
改める（46.4） 
感覚（69.6） 
ゴムの管（59.8） 
関所（60.0） 
刷る（59.4） 
試みる（64.7） 
借金（64.4） 
家臣（39.8） 
竹の節（39.9） 
説く（68.7） 
心得る（61.6） 
便り（49.5） 
入梅（62.0） 
休養（66.5） 
連なる（55.0） 
年老いた（64.3） 
 
 
 
 
 

【第五学年】 
営み（68.5） 
容易（37.6） 
快い（65.2） 
境目（51.0） 
構える（66.5） 
復興（50.9） 
夫妻（58.3） 
志（64.3） 
志す（64.5） 
修める（69.1） 
設ける（64.5） 
金属（68.7） 
退ける（66.5） 
肥やす（43.5） 
富む（38.7） 
武者（57.9） 
豊作（42.1） 
預金（50.1） 
 
【第六学年】 
沿う（53.0） 
干満（48.9） 
供える（63.1） 
敬う（60.8） 
養蚕（21.6） 
私[わたくし]（20.0） 
射る（62.2） 
従事（21.0） 
善悪（67.2） 
車窓（53.6） 
著者（53.1） 
納入（47.9） 
奮う（36.0） 
規模（69.1） 



 
（３）遊び方 
 
●神経衰弱 
トランプと違ってペアは必ず「読み」と「漢字」の１ペアなので、無造作に散りばめて

遊ぶのではなく、ひらがなカードと漢字カードにしっかりと区切りをつけるのが望ましい。

ゲーム中に「読み」と「漢字」の両方に児童が均等に触れることができるようにするため

である。 
 

	
 	
  
①3～6人のグループを作る。 
②ひらがなカードと漢字カードを以下のように区切って並べる。（図では整理され

て並んでいるが、区切りさえあれば無造作に並べて良い。） 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 区切りをつける 
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 ↑ひらがなカード	
 	
 	
 	
 	
 	
 ↑漢字カード 
	
 	
 	
 	
  
	
 	
 	
 ③カードをめくる順番を決める。 
	
 	
 	
 ④神経衰弱と同じ要領で、順番にひらがなカードと漢字カードのゾーンから 1 枚ず

つカードをめくっていく。 
	
 	
 	
 	
 同じ挿絵の入ったひらがなカードと漢字カードをめくった場合、1ペアの2枚のカ

ードを持ち札として自分のカードにできる。 
⑤全てのカードのペアが出来たら終了。もち札のペアを一番多く獲得した者の勝

ち。 
 
 
 

手順 



●カルタ 
漢字カードの方を取り札として散りばめる。ひらがなカードは読み札として使う。ヨミ

ヨミドンピシャとして今回選び出された漢字は、全て正答率の低い漢字のため、始めから

カルタとして遊ぶのは不向きである。神経衰弱後や、漢字学習後の復習として取り入れる

のが望ましい。 
 
 

① 4～6人のグループを作る。 
② 読み手を決める。 
③ 漢字カードを表にして散りばめる。 
④ 読み手が読み上げたカードの、ペアの漢字カードを取る。 
⑤ 最後に獲得したカードが一番多い者の勝利。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手順 


